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１．検討概要
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１．検討概要（１／３）

【敷地周辺の地震発
生状況】，【敷地周辺
の活断層の分布】の
整理を踏まえ，地震
動評価に用いる検討
用地震を選定する。

【敷地ごとに震源を
特定して策定する地
震動評価】において
は，【敷地地盤の振
動特性】の検討結果
を反映した地下構造
モデルを用いる。

【敷地周辺の地震発生状況】

●敷地周辺で過去に発生した被害地震
敷地での震度がⅤ程度以上と推定される地震：1993年北海道南西沖地震
震度Ⅴに準ずる地震（震度Ⅳの領域）：1792年後志の地震，1905年神威岬沖の地震，1940年神威岬沖の地震

●敷地周辺の地震活動
気象庁で観測された地震の震央分布及び震源鉛直分布から敷地周辺の地震活動状況を整理

【敷地周辺の活断層の分布】

●敷地周辺の活断層の分布
文献調査等に基づき，敷地及び敷地周辺の活断層の分布を把握

【敷地地盤の振動特性】

●地震動評価に用いる地下構造モデルの検討
敷地全体モデルを地震動評価に用いる地下構造モデルとして採用

●深部凹構造による振動特性に関する検討
深部地下構造をモデル化した２次元FEM解析により，特異な増幅がないことを確認

●地下構造に関する調査結果
敷地周辺の地震基盤が標高-2200m程度で大局的に平坦であること，ほぼ海岸線に平行する走向で海山方向へ
傾斜する傾斜構造となっていること，速度構造に極端なコントラストのある部分が存在しないことを確認

●地震観測記録を用いた検討
泊発電所で観測した地震記録を分析し，到来方向や地盤構造による特異な増幅がないことを確認

●地質構造を考慮した解析的検討
地質構造を考慮した地盤モデルを作成し，解析的な検討から地質構造の特徴，入射方向等による振動特性への
影響を検討し，特異な増幅がないことを確認
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【敷地ごとに震源を特定して策定する地震動】

●地震動評価（審査ガイドに従い，種々の丌確かさを考慮して評価）

【尻別川断層による地震】

•応答スペクトルに基づく評価
Noda et al.(2002)により評価を実施

•断層モデルを用いた手法による評価
短周期領域は統計的グリーン関数法，
長周期領域は理論的手法（波数積分
法）を用いて評価し，それぞれを組み合
わせることによって評価するハイブリッド
合成法を用いて実施

【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内
堆南方背斜による地震】
•応答スペクトルに基づく評価
Noda et al.(2002)により評価を実施

•断層モデルを用いた手法による評価
短周期領域は統計的グリーン関数法，
長周期領域は理論的手法（波数積分
法）を用いて評価し，それぞれを組み合
わせることによって評価するハイブリッド
合成法を用いて実施

【ＦＢ－２断層による地震】

•応答スペクトルに基づく評価
Noda et al.(2002)により評価を実施

•断層モデルを用いた手法による評価
短周期領域は統計的グリーン関数法，長周期
領域は理論的手法（波数積分法）を用いて評価
し，それぞれを組み合わせることによって評価す
るハイブリッド合成法を用いて実施
また，経験的グリーン関数法による評価も実施

●検討用地震の選定
「敷地周辺の地震発生状況」，「敷地周辺の活断層の分布」を踏まえ，敷地に大きな影響を及ぼすと考えられる地震を選定する。

【内陸地殻内地震】
尻別川断層による地震
ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震

【日本海東縁部の地震】
ＦＢ－２断層による地震

●基本震源モデルの設定

【尻別川断層による地震】
震源断層が地震発生層の上端から下
端まで拡がっており，断層幅と同じ断層
長さを持つと仮定し，長さ22.6kmを基
本震源モデルの長さとする。

【ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内
堆南方背斜による地震】
地質調査結果を踏まえ，基本震源モデ
ルの断層長さとして100.4kmと設定す
る。

【ＦＢ－２断層による地震】
地質調査結果を踏まえ，基本震源モデルの断
層長さとして96kmと設定する。

１．検討概要（２／３）
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【震源を特定せず策定する地震動】

●その他の知見●Ｍｗ６．５未満の地震について

【審査ガイドの例示１４地震】
震源近傍の観測記録を適切に収集し，
加藤ほか（2004）の地震動レベルとの対
比から敷地に及ぼす影響が大きいと考え
られるものを抽出したうえで，基盤波の算
定を実施する。

2004年北海道留萌支庁南部地震にお
けるＫ－ＮＥＴ港町の観測記録に基づく
基盤波の検討結果を踏まえ，震源を特定
せず策定する地震動に設定

●Ｍｗ６．５以上の地震について

【審査ガイドの例示２地震】
2008年岩手・宮城内陸地震及び2000年鳥取
県西部地震について，泊発電所との地域差につ
いて検討する。

【既往の知見】
震源を事前に特定できない
地震に関する既往の知見を
整理する。

2008年岩手・宮城内陸地震を観測記録収集対
象とし，ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎，ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東，栗
駒ダムの観測記録に基づく基盤波の検討結果を
踏まえ，震源を特定せず策定する地震動に設定

加藤ほか（2004）の地震動
レベルを震源を特定せず策
定する地震動に設定

【基準地震動の策定】

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

【応答スペクトルに基づく評価】
応答スペクトルに基づく地震動評価結果を踏まえて，
基準地震動Ｓｓ１を設定
【断層モデルを用いた手法による地震動評価】
基準地震動Ｓｓ１を上回る４波を基準地震動Ｓｓ１－
１～Ｓｓ１－４に設定

震源を特定せず策定する地震動

2004年北海道留萌支庁南部地震におけるＫ－ＮＥＴ港町の観測記
録に基づく基盤波の検討結果がＳｓ１を上回るため，基準地震動Ｓｓ２
に設定
2008年岩手・宮城内陸地震におけるＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎，ＫｉＫ－ｎｅｔ
一関東，栗駒ダムの観測記録に基づく基盤波の検討結果がＳｓ１を上
回るため，それぞれ基準地震動Ｓｓ３－１，Ｓｓ３－２，Ｓｓ３－３に設定

１．検討概要（３／３）
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２．基準地震動の策定
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●応答スペクトルに基づく地震動評価結果を踏まえて，基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを設定する。

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

２．基準地震動の策定

２．１ 敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05） （h=0.05）

水平方向 鉛直方向

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１－Ｈ）

尻別川断層による地震（基本震源モデル）
尻別川断層による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））
FB-2断層による地震（基本震源モデル）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基本震源モデル）

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１－Ｖ）

尻別川断層による地震（基本震源モデル）
尻別川断層による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））
FB-2断層による地震（基本震源モデル）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（基本震源モデル）
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●断層モデルを用いた手法による地震動評価結果のうち，Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを上回るケースから，以下のケースを基準地震
動（Ｓｓ１－１～Ｓｓ１－４）として採用する。

●なお， 「ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角，破壊開始点１）」につい
ては，次頁以降に示す震源を特定せず策定する地震動による基準地震動との比較も踏まえ，基準地震動に採用しない。

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

２．基準地震動の策定

２．１ 敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＮＳ方向

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＥＷ方向

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

ＵＤ方向

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１）

基準地震動Ｓｓ１－１ 尻別川断層による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ１－２ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ１－３ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ１－４ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５）
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基準地震動Ｓｓ１－Ｈ
基準地震動Ｓｓ２ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）
基準地震動Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）

基準地震動Ｓｓ１－Ｖ
基準地震動Ｓｓ２ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）（鉛直方向）
基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）（鉛直方向）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）（ＵＤ方向）

●震源を特定せず策定する地震動として設定した地震動のうち，基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを上回る地震動を基準地震
動（Ｓｓ２，Ｓｓ３－１～３）として採用する。

震源を特定せず策定する地震動

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

水平方向 鉛直方向

２．基準地震動の策定

２．２ 震源を特定せず策定する地震動

（h=0.05）

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向
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●断層モデルを用いた手法による地震動評価結果のうち，「ＦＳ－１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考
慮モデル（断層の傾斜角，破壊開始点１）」については，一部の周期帯で基準地震動Ｓｓ１の設計用応答スペクトルを上回るものの，
基準地震動Ｓｓ３－２に包絡されることから，基準地震動に採用しない。

地震動評価結果の比較

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

水平方向

２．基準地震動の策定

２．３ 地震動評価結果の比較

基準地震動Ｓｓ１（設計用応答スペクトルＳｓ１ーＨ）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点１）

実線：ＮＳ方向
破線：ＥＷ方向
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●敷地ごとに震源を特定して策定する地震動及び震源を特定せず策定する地震動の評価結果を踏まえて，基準地震動（Ｓｓ１，Ｓｓ１－
１～４，Ｓｓ２，Ｓｓ３－１～３）を設定した。

基準地震動の策定 まとめ

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

水平方向 鉛直方向

２．基準地震動の策定

２．４ 基準地震動の策定 まとめ

（h=0.05）

基準地震動Ｓｓ１
基準地震動Ｓｓ１－１ 尻別川断層による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ１－２ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４）
基準地震動Ｓｓ１－３ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１）
基準地震動Ｓｓ１－４ FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５）
基準地震動Ｓｓ２ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）
基準地震動Ｓｓ３－１ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）
基準地震動Ｓｓ３－２ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）
基準地震動Ｓｓ３－３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向
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設計用応答スペクトル「基準地震動Ｓｓ１」の模擬地震波

２．基準地震動の策定

２．５ 基準地震動Ｓｓ１の模擬地震波

●模擬地震波は，設計用応答スペクトルに適合するよう，一様乱数の位相をもつ正弦波の重ね合わせによって作成
●振幅包絡線の経時変化については，Noda et al.（2002）に基づき設定

設計用模擬地震波 最大加速度（Ｇａｌ）

Ｓｓ１－Ｈ ５５０

Ｓｓ１－Ｖ ３６８

設計用模擬地震波の加速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｈ）

設計用模擬地震波の加速度時刻歴波形（Ｓｓ１－Ｖ）
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※検討用地震のうち，継続時間が最も長くなるＦＢ－２断層による地震の丌確かさ考慮
モデル（断層の傾斜角）を参考に設定
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●作成した模擬地震波は，以下の適合度の条件を満足していることを確認した。
・目標とする応答スペクトル値に対する模擬地震波の応答スペクトル値の比が0.85以上
・応答スペクトル強さの比（ＳＩ比が1.0以上）

設計用応答スペクトル「基準地震動Ｓｓ１」に対する模擬地震波の応答スペクトル値の比

２．基準地震動の策定

２．５ 基準地震動Ｓｓ１の模擬地震波
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応答スペクトル比（Ｓｓ１－Ｈ） 応答スペクトル比（Ｓｓ１－Ｖ）

応答スペクトル強さの比（ＳＩ比）
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SI ：応答スペクトル強さ

VS ：設計用模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

VS ：目標とする設計用応答スペクトル（cm/s）

T ：固有周期（s）

応答スペクトル ＳＩ比

Ｓｓ１－Ｈ 1.00

Ｓｓ１－Ｖ 1.01

ここで，

0.85 0.85
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基準地震動Ｓｓ１－２（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））

ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝１７０Ｇａｌ －ＥＷ方向 Ｍａｘ＝１３６Ｇａｌ －ＵＤ方向 Ｍａｘ＝８７Ｇａｌ
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基準地震動Ｓｓ１－１（尻別川断層による地震（丌確かさ考慮モデル（断層の傾斜角），破壊開始点４））

ＮＳ方向 ＵＤ方向

－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝２７２Ｇａｌ －ＵＤ方向 Ｍａｘ＝１１２Ｇａｌ
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「基準地震動Ｓｓ１－１～４」の時刻歴波形

２．基準地震動の策定

２．６ 基準地震動Ｓｓ１，Ｓｓ２及びＳｓ３の時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ１－４（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点５））
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－ＵＤ方向 Ｍａｘ＝９１Ｇａｌ

Time(s) Time(s)

Time(s)

基準地震動Ｓｓ１－３（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（丌確かさ考慮モデル（破壊伝播速度），破壊開始点１））
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基準地震動Ｓｓ３－１（2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］））

ダム軸方向 上下流方向 鉛直方向

－ダム軸方向 Ｍａｘ＝４５０Ｇａｌ －上下流方向 Ｍａｘ＝４９０Ｇａｌ －鉛直方向 Ｍａｘ＝３２０Ｇａｌ
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基準地震動Ｓｓ２（2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町））

水平方向 鉛直方向

－水平方向 Ｍａｘ＝６２０Ｇａｌ －鉛直方向 Ｍａｘ＝３２０Ｇａｌ
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「基準地震動Ｓｓ２及び基準地震動Ｓｓ３－１～３」の時刻歴波形

基準地震動Ｓｓ３－３（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東））
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基準地震動Ｓｓ３－２（2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎））

ＮＳ方向 ＥＷ方向

－ＮＳ方向 Ｍａｘ＝４３０Ｇａｌ －ＥＷ方向 Ｍａｘ＝４００Ｇａｌ
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２．基準地震動の策定

２．６ 基準地震動Ｓｓ１，Ｓｓ２及びＳｓ３の時刻歴波形
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